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番多投資と金融のOR物

-第12回

日時 5 月 20 日(土) 14:00-17:00 出席者: 56名

場所:東京工業大学百年記念館

テーマと講師: (1) I株式市場における経済要因の変動性

に対する価格評価分析|福JII忠昭，館 隆司(慶応義貌

大学)

株価に影響を与える経済指標の変動性に対する市場の

価格評価額を推定し，株式市場を分析した.

(2) I東証における先物・オプションの導入についてJ 杉

木和男(東京証券取引所)

日本，米国および欧州の証券市場の推移，取引のグロ

ーパリゼーション化，国際的リンケージ化ならびに東証

における先物・オプション取引の概要について説明があ

った.

・第13回

日時 6 月 24 日(士) 14:00-17:00 出席者: 79名

場所:向上

テーマと講師: (1) I最適ポートフォリオ選択問題マルチ

ンゲールによるアプローチI 平山哲治(電気通信大学)

生産を考慮した企業の最適投資配当政策が，パンパン

制御となることを証明した.

(2) I株価分布の従属性についてフィルクー・ルールに関

係して J 岸本一男(筑波大学)

東証株価指数の変動に正の従属性があることを，ある

ブイ〆レタールールにもとづく統計量により検定した.

・第14回

日時 7 月 22 日(土) 14:00-17:00 出席者: 64名

場所:同ヒ

テーマと講師: (1) r無裁定条件を満たす価格システムの

特徴づけについてj 白川 浩(東京工業大学)

株価利益率の変動がポアソン・ディフュージョン・タ

イプ。の伊藤過程て・表わせる場合の，価格システムの特徴

およびオプγ ョンのへッジング政策を示した.

(2) I債券入れ替えシミュレーション・モデ、/~について J

紡道守(日木公社債研究所)，今野浩(東京工業大学)

最適債券ポートフォリオ問題を線形分数計画問題とし

570 (58) 

て定式化し，その解wを示した.さらにモれを応用した

債券投資DSS の内容を紹介した.

義務 CIM.FMS の管理技術移

-第 2 回

日時 7 月 4 日(火) 18:00-21 :00 出席者: 23名

場所:青山学院大学渋谷キャンパス

テーマと講師ヨーロッパにおける C 1Mの研究動向

-Esprit CIM における OSA (オープン・システム・

アーキテクチャ)を中心として 福間好朗((財)機械振

興協会技術研究所生産技術部)

最初に， ESPR1T(European Strategic Programme 

for Research and Development in 1nformation 

Technology) -C 1 M計画の概要と現在までの研究成果

が報告された.ついで， 5th CIM European Confeｭ

rence において発表された多数の論文の中で， C 1Mの

動向として特に注目しておかなければならないものとし

て， rc 1 Mの参照モデルの開発J ， I設計と生産制御の知

識ベースシステムの開発J などを挙げ，それらについて

詳細な説明がなされた.そして後半では， C 1Mに関す

る「ヨーロッパ的アプローチJ と[日本的アプローチ」

の相違などについて活発な議論がなされた.

・第 3 回

日時 8 月 5 日(土) 17 :00-20: 30 

場所:青学会館出席者: 17名

テーマと講師 :FMS に関する最近の研究動向

K. Stecke (ミシガン大学)

米国の FMS 研究の第一人者として活発に論文を発表

し，現在TIMS 国際会議のため来日中のブロリダ大学

経営大学院助教授 Kathryn E. Stecke 女史を招き，最

近の研究成果の中から“An Overview of FMS Part 

Type Selection Approaches" を中心に講演を承った.

講演の概略は次の通りであった.生産の計両問題では

Design , Planning , Scheduling and Control の 3つの

階層レぺんに分けて見てゆく必要があり，“Part Type 

Selection" (生産品種の決定)は，機械のグループ化技術

とともに第 2 段階の Planning フェイズの主要な決定で

ある.従来，パッチ生産向けのアプローチはあったが，

生産のフレキシピリティが重要視され，またそれがFM

S の導入で可能になってきた現在，生産の平準化を狙っ

たフレキシプル生産向けのアプローチが新たに必要とな

ってきている.その 1 っとして，製品混合比の決定を整
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数計画問題としてとらえ，解決する方法を解説された.

約 2 時間にわたる講演の最中にも活発な討論がなさ

れ，その後会場を移して Stecke 女史を囲みながら懇

親パーティを開催し，出席者一同なごやかに歓談し，討

論をさらに深めた.

物情報ネットワーク物

-第18回

日時 7 月 8 日 10:00-13:00 出席者: 10名

場所:東京工業大学経営工学科会議室

テーマと講師: S 1 S の経済分析上野哲朗(関東学問

大学)

企業開競争が激化する今日，差別化するための手法と

して S 1 S を取り上げ， S 1 S の現状をOA との比較等

をまじえて行ない，企業側のニーズを期待項目・投資額

をベースに具体的数値で分析し，さらに業種別に情報化

投資と経常利益の関係について回帰分析を行ない，今後

の S 1 S の展開について考察した.

・第四回

目時: 8 月 5 日 14:00-17: 30 出席者: 13名

場所:日本電気厚生年金基金会館

テーマと鰐師:戦略ネットワーク戦略の展開 大前義次

(茨城大学)

S 1 S を戦略的情報ネットワークシステムとしてとら

え直し，競争力の維持，活性化の手段，新規事業への進

出手段として不可欠なものとしてとらえた.

まず，情報ネットワークの事例分析(セブンイレプン，

ヤマト運輸，花王，銀行)から始めてその具体的特徴を

抽出し，ついでネットワーク化の特徴として，高付加価

値化，迅速化と即応化，分散化と統合化を指摘した.さ

らに，ネットワーク構築の特徴として，先端メディアの

積極的導入，関連企業問・関連システム間接続， VAN 

サーピスの積極的利用を述べた.最後に S 1 S の企業経

常へのインパクトについても言及した.また，これから

のネットワーク化のトレンドとして統合化と分散化が平

行して進むことを指摘した.

場動数理計画番多

日時 7 月 29 日(土) 14:00-17:00 出席者: 13名

場所:統計数理研究所

テーマと講師: 1) 逐次 2 次計画法におけるベクトルペ

ナルティ型拡張ラグランジェ関数 回村正義(締目立製

1989 年 10 月号

f乍ド万)

非線形計[南問題を解くための逐次 2 次計画法で，満た

されていない制約条件に対するペナルティをベクトル化

する制約毎にベヲルティを変える)方法が提案され，従

来の方法と比較しれ結果が示された.

2) あるパラメータ付制約を持つ円12 次計|司法のー解法

について高橋悟(東京理科大)

凸 2 次計画問題で，通常の 1 次制約式の他につの

1 i穴式の下限がパラメータとして与えられている場合の

解法が示された.また，投資のポートフォリオ問題への

応用についても紹介された.

番多経営管理システム物

-第17回

日時: 8 月 5 日(土) 14:00-17:00 出席者: 12名

場所:中央区八丁堀東京都勤労福祉会館

テーマとE尊師企業人のライフプランと地域づくりに

ついてj 中野範長(経営法務研究所長)

世界一長寿の日本人は定年以後のライフプランをなる

べく早くたてる必要があります.それには，やはり，地

域と密着した暮しのプラン，自分を知り自己啓発するた

めの心がまえ，健康の基礎づくり，家庭や社会や職場で

のあり方，明るいライフプラユング等をしっかりとこし

らえることが必要です.

・第18回

日時 9 月 9 日(土) 14:00-17:00 出席者 7 名

場所:向上

テーマと講師: í 日米関係の今までとこれからJ と田亀

之助(杉野女子大学)

日本と米国とは歴史も文化も異なり，しかもつき合い

はじめてからまだ 150 年たっていません.しかし両国の

国民総生産を合わせると世界の 1/3 になります.したが

って両国の行動は全世界に対して強い影響力をもってい

ます. これから両国はL 、かに付き合い，経営管照ーしてゆ

くべきかを世界的視野で考えてみることにしました.
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